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『
民
事
法
学
の
基
礎
的
課
題
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
田
中
宏
治
一
は
じ
め
に
本
稿
が
書
評
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
髙
森
八
四
郎
・
小
賀
野
晶
一
編
集
代
表
『
民
事
法
学
の
基
礎
的
課
題
植
木
哲
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
本
学
の
植
木
哲
名
誉
教
授
の
古
稀
を
祝
し
て
献
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
も
っ
ぱ
ら
学
問
上
の
業
績
と
し
て
本
書
に
つ
い
て
紹
介
・
批
評
を
行
（
１
）う
。
本
書
は
、
二
二
編
の
論
文
か
ら
成
り
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
民
法
総
則
・
契
約
に
関
す
る
七
編
（
二
）、
物
権
・
不
法
行
為
に
関
す
る
九
編
（
三
）、
そ
の
他
六
編
（
四
）、
と
い
う
順
序
で
各
論
文
の
紹
介
・
批
評
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
二
民
法
総
則
・
契
約
ま
ず
、
冒
頭
論
文
の
島
川
勝
「
信
義
則
の
考
察
―
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
件
を
素
材
と
し
て
」
一
頁
〜
一
五
頁
は
、
主
と
し
て
裁
判
例
を
素
材
に
、
新
し
い
取
引
形
態
で
か
つ
法
的
規
制
が
整
っ
て
い
な
い
分
野
で
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
件
に
つ
い
て
信
義
則
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
信
義
則
の
用
い
ら
れ
方
を
批
判
的
に
考
察
す
一
は
じ
め
に
二
民
法
総
則
・
契
約
三
物
権
・
不
法
行
為
四
そ
の
他
五
お
わ
り
に
書
評
千葉大学法学論集 第３２巻第３・４号（２０１８）
１
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
安
井
宏
「
約
款
と
異
な
る
個
別
合
意
の
効
力
」
一
七
頁
〜
三
七
頁
は
、
約
款
に
よ
る
合
意
に
対
し
て
「
個
別
合
意
優
先
の
準
則
」
が
存
在
す
る
一
方
で
、
保
険
契
約
に
つ
い
て
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
画
一
的
・
統
一
的
処
理
の
必
要
性
を
理
由
に
個
別
合
意
よ
り
も
約
款
規
定
を
優
先
す
る
扱
い
を
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
学
説
お
よ
び
裁
判
例
を
検
討
し
た
う
え
で
、
個
別
合
意
優
先
説
の
私
見
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
髙
森
八
四
郎
「
消
費
者
契
約
法
と
代
理
理
論
」
三
九
頁
〜
五
四
頁
は
、
事
業
者
の
代
理
人
が
消
費
者
の
代
理
人
と
の
間
で
消
費
者
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
消
費
者
契
約
を
成
立
さ
せ
る
意
思
表
示
を
消
費
者
が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
を
、
主
と
し
て
消
費
者
契
約
法
四
条
お
よ
び
五
条
に
関
連
し
て
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
村
本
武
志
「
リ
ス
ク
取
引
に
お
け
る
瑕
疵
・
契
約
適
合
性
」
五
五
頁
〜
八
七
頁
は
、
建
物
の
建
材
等
か
ら
放
散
さ
れ
た
化
学
物
質
に
曝
露
さ
れ
る
こ
と
で
居
住
者
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
と
し
て
の
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
を
生
じ
る
危
険
性
の
あ
る
建
物
の
取
引
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
に
関
し
て
主
に
裁
判
例
を
素
材
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
に
、
坂
東
俊
矢
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
め
ぐ
る
契
約
に
関
す
る
消
費
者
紛
争
と
未
成
年
者
法
理
」
八
九
頁
〜
一
〇
六
頁
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
決
済
に
関
わ
る
消
費
者
被
害
の
現
状
と
そ
の
法
的
な
対
応
の
可
能
性
に
焦
点
を
当
て
、
と
り
わ
け
未
成
年
者
が
親
権
者
の
同
意
を
得
ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
有
料
の
ゲ
ー
ム
や
ア
イ
テ
ム
等
を
購
入
し
た
場
合
に
お
い
て
未
成
年
者
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
将
来
の
適
切
な
普
及
の
土
台
と
し
て
の
法
制
度
の
在
り
方
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
第
六
に
、
青
野
博
之
「
賃
借
建
物
の
火
災
の
場
合
に
お
け
る
賃
料
減
額
と
修
補
―
―
火
災
保
険
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
ド
イ
ツ
民
法
と
の
比
較
を
中
心
に
し
て
」
一
〇
七
頁
〜
一
二
二
頁
は
、
賃
借
建
物
が
火
災
に
よ
っ
て
損
傷
し
、
そ
の
火
災
の
原
因
が
賃
借
人
の
軽
過
失
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
賃
貸
人
が
賃
借
人
の
負
担
で
火
災
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
た
と
き
に
お
け
る
、
①
保
険
者
の
賃
借
人
に
対
す
る
求
償
権
、
②
賃
借
人
の
賃
料
減
額
請
求
権
お
よ
び
③
賃
借
人
の
追
完
請
求
権
に
つ
い
て
、
主
に
わ
が
国
と
ド
イ
ツ
の
判
例
を
素
材
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で
は
、
保
険
契
約
の
補
充
的
解
釈
に
よ
っ
て
保
険
者
の
代
位
権
放
棄
を
導
く
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
る
（
一
一
三
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
、
賃
料
減
額
と
瑕
疵
修
補
と
が
入
り
交
じ
っ
て
説
明
さ
れ
る
た
め
若
干
分
か
り
難
い
（
一
一
六
頁
）。
し
か
し
、
日
本
で
も
ド
イ
ツ
で
も
、
保
険
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
賃
料
減
額
が
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
（
日
本
の
新
規
定
六
一
一
条
一
項
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
二
六
条
二
項
）、
保
険
契
約
が
賃
借
人
の
負
担
で
締
結
さ
れ
て
い
れ
ば
賃
料
減
額
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
賃
借
物
《書 評》
２
の
瑕
疵
に
よ
る
追
完
請
求
権
が
肯
定
さ
れ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
る
裁
判
例
の
事
案
に
は
、（
以
降
の
保
険
料
の
増
額
を
懸
念
し
て
）
賃
貸
人
が
火
災
保
険
金
の
支
払
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
特
殊
性
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
特
殊
性
の
な
い
、
保
険
金
の
支
払
を
受
け
た
事
案
に
ま
で
そ
の
判
例
の
射
程
が
及
ぶ
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
射
程
が
及
ぶ
こ
と
を
肯
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
②
で
認
め
ら
れ
る
賃
料
減
額
と
の
関
係
に
つ
い
て
、（
②
で
法
律
上
当
然
の
減（
２
）額
が
認
め
ら
れ
る
の
に
加
え
て
③
で
瑕
疵
修
補
請
求
権
が
賃
借
人
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
）
矛
盾
が
残
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
さ
ら
に
、
③
の
問
題
が
ド
イ
ツ
で
は
追
完
（
瑕
疵
修
補
）
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
従
来
か
ら
わ
が
国
で
は
む
し
ろ
賃
貸
人
の
修
繕
義
務
（
民
法
六
〇
六
条
）
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
て
い（
３
）て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
修
繕
義
務
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
説
明
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
右
の
私
の
指
摘
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
い
ず
れ
に
し
て
も
、
青
野
論
文
は
、
そ
の
取
り
上
げ
た
問
題
の
有
用
性
と
最
先
端
の
外
国
法
紹
介
に
お
い
て
本
論
文
集
の
中
で
も
出
色
と
思
わ
れ
る
。
第
七
に
、
金
子
武
嗣
「
損
害
保
険
契
約
に
お
け
る
保
険
会
社
の
誠
実
調
査
・
誠
実
審
査
義
務
」
一
二
三
頁
〜
一
五
一
頁
は
、
保
険
金
請
求
を
受
け
た
保
険
会
社
が
行
う
調
査
と
審
査
に
つ
い
て
、
保
険
会
社
に
誠
実
調
査
義
務
・
誠
実
審
査
義
務
を
課
し
、
そ
の
違
反
に
よ
る
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が
保
険
会
社
の
姿
勢
を
営
利
性
か
ら
公
共
性
に
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
る
た
め
の
手
段
と
し
て
最
適
な
方
法
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
物
権
・
不
法
行
為
ま
ず
、
鎌
野
邦
樹
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
・
減
災
（
耐
震
化
）
と
私
権
の
調
整
に
関
す
る
現
代
法
制
を
め
ぐ
る
課
題
」
一
五
三
頁
〜
一
七
六
頁
は
、
区
分
所
有
建
物
に
お
け
る
防
災
・
減
災
に
際
し
て
の
所
有
者
間
の
私
権
調
整
に
つ
い
て
、
特
に
、
区
分
所
有
法
建
物
が
共
有
で
あ
る
と
き
お
よ
び
建
物
所
有
者
が
そ
の
敷
地
を
共
有
す
る
場
合
を
念
頭
に
、
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
法
（
二
〇
一
三
年
改
正
法
）、
建
替
え
等
円
滑
化
法
（
二
〇
一
四
年
改
正
法
）
お
よ
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
改
正
法
に
基
づ
く
都
市
再
開
発
法
の
二
〇
一
六
年
改
正
の
立
法
上
・
解
釈
上
の
諸
問
題
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
権
承
文
「
中
国
法
に
お
け
る
区
分
所
有
権
」
一
七
七
頁
〜
一
九
〇
頁
は
、
中
国
に
お
け
る
区
分
所
有
権
の
規
定
と
現
実
と
の
食
い
違
い
を
検
討
し
、
日
本
法
と
の
比
較
を
通
し
て
中
国
法
制
度
に
お
け
る
区
分
所
有
権
制
度
の
整
備
に
向
け
て
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
小
賀
野
晶
一
「
不
法
行
為
法
の
現
代
化
と
寄
与
度
論
」
一
九
一
頁
〜
二
〇
九
頁
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
素
因
競
合
の
事
案
を
中
心
に
、
近
年
の
医
療
の
発
展
さ
ら
に
不
法
行
為
法
の
現
代
化
と
い
う
文
脈
の
中
で
寄
与
度
論
の
考
え
方
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
論
と
し
て
は
、
判
例
法
の
総
体
を
理
論
化
す
る
も
の
と
し
て
の
寄
与
度
論
を
肯
定
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
交
通
事
故
の
紛
争
処
理
実
務
（
裁
判
・
弁
護
・
保
険
）
に
お
い
て
は
割
合
的
認
定
『民事法学の基礎的課題』（勁草書房、二〇一七年）
３
論
の
考
え
方
が
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
一
方
で
、
学
界
で
は
そ
の
理
論
に
お
い
て
割
合
的
因
果
関
係
論
、
確
率
的
心
証
論
、
寄
与
度
減
責
論
、
過
失
相
殺
の
規
定
（
民
法
七
二
二
条
二
項
）
の
類
推
適
用
論
、
寄
与
度
論
な
ど
に
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
判
例
上
は
相
当
因
果
関
係
論
と
割
合
的
認
定
論
が
共
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
現
れ
る
過
失
相
殺
に
関
す
る
民
法
七
二
二
条
二
項
類
推
適
用
は
、
同
条
の
「
規
定
の
趣
旨
で
あ
る
公
平
の
理
念
を
借
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」（
二
〇
五
頁
）。
む
し
ろ
、
因
果
関
係
の
判
断
に
お
い
て
相
当
性
判
断
を
基
礎
に
し
て
寄
与
度
判
断
を
行
う
寄
与
度
論
こ
そ
が
「
法
的
判
断
に
あ
た
り
医
学
的
知
見
あ
る
い
は
科
学
的
知
見
を
重
視
す
る
」（
二
〇
七
頁
以
下
）
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
小
賀
野
論
文
は
、
交
通
事
故
に
お
け
る
実
務
上
の
割
合
的
認
定
論
と
学
界
の
不
法
行
為
理
論
と
の
接
合
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
理
論
に
お
け
る
混
迷
が
損
害
賠
償
実
務
に
お
い
て
理
論
の
適
切
な
運
用
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
認
識
の
下
に
割
合
的
認
定
論
、
と
り
わ
け
寄
与
度
論
を
提
唱
す
る
と
い
う
著
者
の
年
来
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
第
四
に
、
藤
村
和
夫
「
自
動
運
行
シ
ス
テ
ム
車
の
事
故
と
責
任
」
二
一
一
頁
〜
二
四
五
頁
は
、
自
動
運
行
シ
ス
テ
ム
車
が
関
わ
っ
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
民
事
損
害
賠
償
責
任
を
考
察
し
、
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
に
妥
当
す
る
よ
う
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
改
正
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
先
端
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
非
常
に
意
欲
的
な
内
容
で
あ
る
。
第
五
に
、
手
嶋
豊
「
生
死
に
関
わ
る
治
療
を
拒
絶
す
る
権
利
と
そ
の
侵
害
救
済
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
法
の
状
況
」
二
四
七
頁
〜
二
六
三
頁
は
、
患
者
自
身
が
正
常
な
精
神
状
態
の
も
と
で
当
該
治
療
を
受
け
な
い
と
い
う
選
択
を
し
て
こ
れ
を
医
療
関
係
者
に
伝
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
意
思
に
反
し
て
当
該
治
療
が
実
施
・
継
続
さ
れ
、
結
果
と
し
て
生
命
が
一
定
期
間
延
長
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
法
的
問
題
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
法
の
状
況
を
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
成
人
の
患
者
が
正
常
な
精
神
状
態
で
治
療
の
意
味
を
理
解
し
て
な
お
か
つ
こ
れ
を
拒
ん
だ
と
き
に
、
医
療
関
係
者
は
、
当
該
治
療
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
患
者
に
は
治
療
拒
絶
権
が
あ
る
）、
治
療
が
実
施
さ
れ
て
治
療
拒
絶
権
が
侵
害
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
治
療
を
控
え
る
こ
と
で
生
じ
る
法
律
上
の
責
任
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
二
五
一
頁
以
下
）。
そ
れ
を
防
い
で
患
者
の
治
療
拒
絶
権
を
保
護
す
る
た
め
、
事
前
お
よ
び
事
後
の
対
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ロ
ン
グ
フ
ル
リ
ビ
ン
グ
（w
rongful
living
）
に
よ
る
事
後
的
な
損
害
賠
償
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
裁
判
例
も
登
場
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
手
嶋
論
文
は
、
医
事
法
の
第
一
人
者
た
る
著
者
の
最
新
の
研
究
と
し
て
、
大
変
読
み
応
え
が
あ
る
。
第
六
に
、
西
口
元
「
訴
訟
と
非
訟
」
二
六
五
頁
〜
二
八
四
頁
は
、
憲
法
的
視
点
か
ら
訴
訟
と
非
訟
と
の
区
別
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
第
七
に
、
山
口
祐
輔
「『
医
療
紛
争
相
談
セ
ン
タ
ー
』
の
設
立
経
緯
及
び
活
動
実
績
に
つ
い
て
」
二
八
五
頁
〜
二
九
七
頁
は
、
平
成
二
一
年
一
二
月
に
医
療
Ａ
Ｄ
Ｒ
機
関
と
し
て
は
本
邦
初
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
（
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
く
《書 評》
４
法
務
大
臣
の
認
証
を
取
得
し
た
（
認
証
番
号
第
五
〇
号
）、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
医
事
紛
争
研
究
会
の
運
営
す
る
「
医
療
紛
争
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
千
葉
市
中
央
区
）
の
設
立
経
緯
お
よ
び
活
動
実
績
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
八
に
、
福
武
公
子
「
福
島
原
発
事
故
と
国
家
賠
償
責
任
」
二
九
九
頁
〜
三
一
七
頁
は
、
福
島
原
発
事
故
と
国
家
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
薬
害
訴
訟
も
参
考
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
第
九
に
、
杜
儀
方
「
中
国
国
家
賠
償
法
の
過
去
、
現
在
、
未
来
」
三
一
九
頁
〜
三
三
八
頁
は
、
一
九
九
四
年
に
公
布
、
翌
年
に
施
行
さ
れ
た
中
華
人
民
共
和
国
の
国
家
賠
償
法
を
め
ぐ
り
、
同
国
の
国
家
法
律
賠
償
制
度
の
確
立
と
発
展
を
紹
介
し
、
将
来
の
展
望
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。四
そ
の
他
ま
ず
、
岡
村
明
夫
「
大
学
経
営
と
民
法
」
三
三
九
頁
〜
三
六
〇
頁
は
、
学
校
法
人
朝
日
大
学
常
任
理
事
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
大
学
経
営
と
民
法
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
齋
藤
康
輝
「
憲
法
と
私
法
の
交
錯
」
三
六
一
頁
〜
三
七
四
頁
は
、
憲
法
学
が
国
の
最
高
法
規
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
小
林
紀
之
「
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
パ
リ
協
定
に
関
す
る
多
面
的
考
察
―
―
科
学
的
、
法
的
側
面
及
び
森
林
吸
収
源
に
つ
い
て
」
三
七
五
頁
〜
四
一
一
頁
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
パ
リ
協
定
を
紹
介
・
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
瀬
戸
山
晃
一
「
医
療
と
医
学
研
究
に
お
け
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
―
医
療
情
報
の
開
示
と
被
験
者
同
意
に
関
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
角
か
ら
の
考
察
」
四
一
三
頁
〜
四
三
一
頁
は
、
①
癌
な
ど
の
病
名
告
知
や
予
後
不
良
に
関
す
る
医
療
情
報
の
告
知
の
問
題
、
②
遺
伝
学
的
情
報
の
開
示
の
問
題
お
よ
び
③
医
学
研
究
に
お
け
る
被
験
者
の
同
意
の
問
題
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
角
か
ら
考
察
を
加
え
、
自
己
決
定
の
意
味
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
に
、
岡
嵜
修
「
法
典
主
義
を
巡
る
自
由
と
秩
序
―
―
時
計
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
」
四
三
三
頁
〜
四
五
六
頁
は
、
法
典
を
め
ぐ
る
様
々
な
考
え
方
を
取
り
上
げ
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
六
に
、
清
水
進
「
文
教
都
市
大
垣
」
四
五
七
頁
〜
四
七
四
頁
は
、
「
博
士
の
町
」
と
言
わ
れ
る
文
教
都
市
大
垣
に
つ
い
て
、
そ
の
成
り
立
ち
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
本
書
は
、
植
木
哲
名
誉
教
授
の
古
稀
記
念
論
文
集
で
あ
り
、
統
一
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
い
な
い
。
各
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
論
文
集
の
企
画
に
賛
同
し
て
寄
稿
し
た
執
筆
者
の
任
意
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
民
法
の
各
分
野
を
中
心
に
そ
れ
以
外
の
幾
つ
も
の
特
別
法
に
も
及
ぶ
多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
各
執
筆
者
と
植
木
哲
名
誉
教
授
と
の
間
の
多
種
多
様
な
繋
が
り
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
論
文
は
、
祝
意
を
表
す
る
力
作
で
あ
る
だ
け
で
な
く
各
分
野
に
お
い
て
学
問
上
の
貴
重
な
業
績
と
な
っ
て
い
る
。
『民事法学の基礎的課題』（勁草書房、二〇一七年）
５
書
評
は
、
各
論
文
に
つ
い
て
客
観
的
な
紹
介
・
批
評
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
非
力
の
故
に
私
自
身
の
関
心
に
引
き
寄
せ
た
偏
り
の
あ
る
拙
稿
と
な
っ
た
こ
と
を
自
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
仮
に
他
人
が
執
筆
し
て
い
れ
ば
拙
稿
と
は
随
分
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
つ
の
書
評
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
、
思
わ
ぬ
誤
解
や
読
み
違
い
の
類
を
含
め
、
各
論
文
執
筆
者
お
よ
び
読
者
諸
賢
の
ご
海
容
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
、
二
〇
〇
九
年
度
の
一
年
限
り
で
あ
っ
た
が
、
本
学
に
お
い
て
同
僚
教
授
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
栄
に
浴
し
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
植
木
先
生
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
私
か
ら
も
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
（
二
〇
一
八
年
一
月
脱
稿
）
（
１
）
巻
頭
の
髙
森
八
四
郎
・
小
賀
野
晶
一
編
集
代
表
に
よ
る
「
献
呈
の
辞
」
お
よ
び
巻
末
の
「
植
木
哲
（
う
え
き
さ
と
し
）
先
生
略
歴
・
業
績
目
録
（
二
〇
一
六
年
現
在
）」
も
も
ち
ろ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
対
象
と
は
し
な
い
。
（
２
）
法
律
上
当
然
の
減
額
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
潮
見
佳
男
『
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
の
概
要
』（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
一
七
）
三
〇
二
頁
。
（
３
）
た
と
え
ば
、
内
田
貴
『
民
法
Ⅱ
第
三
版
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
〔
初
版
は
一
九
九
七
〕）
二
〇
三
頁
以
下
。
《書 評》
６
